
令和３年５月７日発行 

 

 

 

 

 

高校生活応援プログラムについて           生徒サポート部 黒岩 典美 

 本校では、オリエンテーションや相互の人間関係作りなどを通して新入生の皆さんが高校生活にスムーズに適応

できるよう、４月当初に「高校生活応援プログラム」を実施しました。第１期生を新入生として迎えるにあたって、

国際バカロレアの新しい学びを意識したオリエンテーションも盛り込むことになり、生徒サポート部だけでなく、企

画研修部や１年学年団にもご協力いただき、合同で行いました。また、「ATL」や「10 の学習者像」など独自のオリ

エンテーションでは、グローバル科の生徒さん達にもお手伝いいただき、普通科の生徒さんから好評を得ました。 

 生徒サポート部は、生徒の皆さんが安心して落ち着いた高校生活を送れるようサポートしていく分掌です。スクー

ルカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの先生方もお力を貸してくださいます。もし、不安になったり、悩み

ができたりしたら、保健室や生徒サポート室を訪ねてきてください。一緒に考えていきましょう。 

 

 

日程 4 月 8 日（木）、12 日（月）、13 日（火）で１７のプログラムを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０号 

高校生活応援プログラムを行いました！ 

4 月 12 日（月） 

⑦ATL について考える   

⑧進路について考える   

⑨校則について考える   

⑩校内探検＆ランチ 

⑪学年集会～1 年生のスクールライフ～   

⑫自分史を作ろう～現在過去未来～ 

4 月 13 日（火） 

⑬10 の学習者像と私   

⑭ホームフラッグ説明   

⑮ホームフラッグ作成  

⑯フラッグ紹介 

・大レクリエーション大会   

⑰振り返りワーク 

4 月 8 日（木） 

①対面式（グラウンドで高知西高等学校、高知国際中学校・高等学校の生徒全員が集合しました）  

②スケジュール管理講演（講師：ビスタワークス 結城 貢氏） 

③キャリア設計講演（講師：東洋大学理工学部 小島 貴子氏） 

④校歌いこうか（校歌練習のことです） 

⑤出会いのエクササイズ（各ホームでお互いを知ろう！）   

⑥LH フラッグ委員等決定                       【対面式の様子】 

ATL：５つの分野（コミュニケーション・社会性・自己管理・リサーチ・思考） 

それぞれについての詳しいスキル。全部で１０個あります。 

 

生徒、教職員、保護者等、

学校にかかわる人はみな学

習者として、10 の学習者

像を意識して過ごします。 

 



〇応援プログラム感想 

応援プログラムの実施ありがとうございました！初めは名前も分からない中での活動ですごく不安でしたがゲー

ムなどを通しみんなとも仲良くなることが出来ました。講演ではスケジュール帳についてなど高校生活への「不安」

を和らげることが出来ました。１年間このメンバーでたくさんのことを経験して成長していきたいと思います｡                             

（１－１  眞田 幸夜、藤岡 綾乃） 

 

３日間の中でたくさんの人と話すことができ、友達の幅が増えて楽しかった。ATL や１０の学習者像についてグ

ローバル科の人たちが説明してくれ、関わりをもてて、いい機会になったと思う。この３日間で学んだことをこれ

からはじまる高校生活に生かしていこうと思う。                 （１－２  野村 麻菜） 

 

全く知らない人の中でこれから生活をするので、友達ができるかとかクラスになじめるかなど色々な不安があっ

たけど、3 日間の応援プログラムを通して友達ができたりクラスになじめてきたりと、充実した 3 年間を過ごす上

での土台をしっかり築けました。                        （１－３  笹岡 大起） 

 

私は今回応援プログラムを通して、高校３年間という時間をどのように使うのか考えることができました。特に

「時間」に関するお話を聞いた時は自己管理をすることで自分の目標を達成することにも繋がるということを感じ

ました。貴重な経験ができたと思います。                     （１－４  岩切 環） 

 

応援プログラムを通して、高校生活への不安がなくなったし、高校について知ることができました。講演も聞く

ことができて、自分の生活に役立てていきたいと思いました。早く高校に慣れて、勉強にも部活動にも一生懸命取

り組みたいです。                               （１－５  田上 礼奈） 

 

1 日目、2 日目・・・と徐々に話せる人が増えて、4 日目（最終日）のホームフラッグ作りではクラスの女子ほ

とんどの人と話せるようになっていました。そのおかげで、だいぶ過ごしやすくなっています。 

（１－６  福原 凛） 

 

このプログラム、結論から言うとオリエンテーションとしてかなり意義のあるものになったと私は思います。特

にフラッグ作成ではどのクラスも活気に溢れ、それぞれ意思が感じられる発表が成せたように見えました。生徒に

とっても今後を見据える良い機会だったと思います。               （１－７  宮川 粋平） 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

１－１ 

１－１フラッグ委員   岩原美月、岡本碧唯、松岡真由、横山音羽  

クラスの漢字一文字を｢笑｣にし、クラス全員の名前の周りに、一年を通したそれぞれの季節の花を描いたこと

で、みんなが一年中笑って過ごせるようなクラスになればいいなと思いました。制作に携われてよかったです。 

１－１は「笑」という字を選びましたが、笑いには様々な笑いがあります。大きな

声で笑う、クスクスと笑う、微笑みを浮かべる。すべて笑いです。フラッグの構図と

なった春夏秋冬の花のように、それぞれの季節に、それぞれの性格に応じた「笑」に

包まれるクラス、全員が安心して過ごせるクラスでありたいと願っています。この１

年を通して、国際高校の記念すべき第１期生として大きく成長していきましょう。 

                     （１－１担任  澤松 義人） 

ホームフラッグ紹介 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「結」という文字でつないだ手とカラフルな色合いから「それぞれの個性を認め、

手と手を取り合って充実した学校生活を目指していこう！」という前向きな気持ち

がバッチリ伝わるフラッグだと思いました。１の２らしい最高のフラッグです！！ 

                     （１－２担任  宇賀 義幸） 

１－２

１－２フラッグ委員   岡村 梅里 

フラッグ作成でこだわった所は、人の手の色を白人と黄色人種の色にして、どんな人とでも手を取り合っ

て団結することのできるクラスになるという目標を表しました。そして、背景を色とりどりにして、１人１

人の個性を大事にするという目標を表しました。 

 

１－３ ３ホームは、ずばり『絆』！一人ひとりが責任をもって行動し、さらに協力す

ることで、愛情が生まれ、愛着が湧き、信頼が深くなり、絆となる。そして、そ

の絆を深めることができるクラスにみんなでしていきましょう。   

          （１－３担任 柴田 恭孝） 

１－３ホームフラッグ委員  大﨑天翔、大塚巧己、岡村奏、岡本日彩、 

上岡柚菜、野口七海 

入学したばかりで仲の良い人も少ない中、代表として 6 人で準備などができた。作成当日は、スムーズ

とは言えないが、予定通りに進めることができた。この作成を通して、多くの人と話すことができるように

なったので良かった。 

１－４
瞬、鳥がキーワードのフラッグを見て、一人ひとりが一瞬や瞬間を大切にしな

がら仲間とともに羽ばたいていくという強い意志を感じました。４H との出会

いに感謝し、これからの瞬間を大切に歩みましょう。ありがとう。 

                  （１－４担任 秋森 陵二） 

１－４フラッグ委員  前田 渚 

一人ひとりが個性豊かである４H というのを、いかにシンプルに上手く表せられるかにこだわりました。

実際にフラッグを作成していく中で、計画通りに進まないことも多かったですが、指示を出さずとも仲間たち

が臨機応変に対応してくれて助かりました。 

１－５
    フラッグに書かれた「陽」という字がぴったりなクラスです。初日から打ち解け

あう様子を見て、感心したことでした。生徒一人一人が背景に描かれた美しい海と

空のような広い心を持ち、どんな時も助け合えるクラスになってほしいと思いま

す。                    （１－５担任 内間 春香） 

１－５フラッグ委員  山中 大愛 

私たち１－５H の担任が沖縄県出身なので全体の絵は沖縄をモチーフにしたものにしました。また、「陽」

という漢字にはクラスのみんなが明るく過ごしていけるようにという願いを込めています。そして、みんな

が笑っていられるようにシーサーも笑顔にしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－６ ６H の漢字は 1 期生、1 年生、2021 年などに共通する「一」です。ガーベラ

が表している「優しさ、冒険心、挑戦」を胸に充実した高校生活になりますよう

に。ともに国際高校の第一歩を踏み出せることを頼もしく思うフラッグとなりま

した。                    （１－６担任 廣瀬 智子） 

１－６フラッグ委員 竹森圭、冨山陽義、山﨑萌菜、藤田くるみ、ブレイク未亜 

こだわったのは、花が中央を向くような構図や、名前の配置で空を表現した点や、花の色を再現するため、

混ぜる絵の具の割合を委員で何度も確認した点です。また当日はみんなが協力してくれて、1－6 の団結力を

感じました！    

 

 １－７ フラッグ委員の活躍と全員の協力で、とても完成度の高いホームフラッグがで

きました。「虹」の漢字の由来に「蛇が天に昇って龍になる」という話があります

が、クラスの一人ひとりが、3 年後に立派な龍になることを期待したいと思いま

す。                      （１－７担任 植田 悠未） 

１－７フラッグ委員  越智実咲、畑山莉晏、前田彩絵、町田京珠 他 2 名 

クラステーマである「虹」には、７H の七色を用い多様な個性や価値観を表現しています。また、モチ

ーフの龍は、蛇が天にかけて龍になる際に虹がかかるという中国の言い伝えから取っており、各色をそれ

ぞれが担当し力強く勢いのあるフラッグに仕上げることができました。 

Team Kochi Kokusai                  第一学年主任 堂元 文 

 

 風薫る五月、本当にさわやかな季節になってまいりましたね。皆様におかれましては、ますますご清祥のこと

とお喜び申し上げます。 

 入学式以降、第一学年の学年主任そして教科担当として生徒の皆さんの様子を毎日見させていただいています

が、とても真面目でマナーがよく、落ち着いて学校生活が送れているように見受けられます。 

また、授業中や休み時間、掃除の時間などに会話を交わす中で、ユーモアのある面白い生徒さん、大きな夢を

持っている生徒さん、部活動をがんばりたい生徒さん、大学進学で高い志望を持つ生徒さんなど、大変多様かつ

ユニークな生徒さんがたくさんいることが分かり、とても頼もしくも感じています。中には「将来、学年全体で

同窓会をしましょう！」と言ってくれた生徒さんたちもいて、楽しく嬉しい気持ちになりました。 

 入学式の後でご挨拶させていただきましたように、一期生の皆さんが「仲間を大切にする、明るく探究熱心な

集団」になれますよう、生徒さんたちとの交流を楽しみながら、教職員一同日々懸命に励んでいく所存です。今

後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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